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利根川水系の転石調査の教育的な意義
小野寺良樹・新堀将士・平形駿生・山口将央
指導教員 
栗原　久
東京福祉大学 教育学部（勢﨑キャンパス）
〒372-0831 群馬県伊勢崎市山王町2020-1
（2017年9月21日受付、2017年12月14日受理）
抄録 : 群馬県の最大河川である利根川水系の河原5地点 (利根川本流：渋川市、前橋市、玉村町、伊勢崎市、烏川：埼玉県上
里町 )の転石を調査し、転石から得られる情報について分析した。利根川本流での岩石種ではホルンフェルスと安山岩が多
く、花崗岩も見られた。一方、烏川、および烏川と利根川の合流点より下流の利根川本流 (伊勢崎市 )では、チャート、片麻岩、
石灰岩といった中・古生界由来の岩石種が含まれていた。転石の大きさは、上流より下流になるほど小さくなる傾向がみ
られ、岩石同士によって磨耗していく様子も把握できた。これらの調査結果から、河川の転石は上流域の岩石種、すなわち
古生代、中生代、新生代 (第三紀、第四紀 )の岩石を色濃く反映していることが理解できた。転石調査という今回のフィール
ドワークは、地域の地質的な成り立ちや岩石の形状変化の学習だけにとどまらず、自然への関心を高め、理科学習の意欲向
上に繋がるものと期待される。
（別刷請求先 : 栗原　久）
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緒言
2006（平成18）年に改正された教育基本法（平成18年
12月法律第120号）では、教育の目標の中で環境教育の
重要性に鑑み「生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に
寄与する態度を養うこと。」（第二条第四号）が明記された。
さらに2007（平成19）年に改正された学校教育法（平成19
年6月法律第96号）にも、環境教育の重要性を踏まえて、
教育の目標として「学校内外における自然体験活動を
促進し，生命及び自然を尊重する精神並びに環境の保全に
寄与する態度を養うこと。」（第二十一条第二号）が新たに
加えられた。2012 （平成24）年には、「環境の保全のため
の意欲の増進及び環境教育の推進に関する法律」が改正
され、そこでも「環境保全活動、環境保全の意欲の増進及
び環境教育は、森林、田園、公園、河川、湖沼、海岸、海洋等
における自然体験活動その他の体験活動を通じて環境の
保全についての理解と関心を深めることの重要性を踏ま
え、生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する
態度が養われることを旨として行われるとともに、地域
住民その他の社会を構成する多様な主体の参加と協力を
得るよう努め、透明性を確保しながら継続的に行われる
ものとする。」など、自然体験活動を通して環境教育を継
続的に連携して行う必要性が高まっている（文部科学省 , 
2008）。一方において、国際的にみると、日本の教育では
室内実験・観察に比べ、野外観察はあまり行われていない
現状にあり（瀬沼 , 1998； 五島・小林 , 2009； 国立青少年教
育振興機構 , 2010； 五島 , 2013）、改善されるべき課題が
多い。
子どもたちが自然に関心を持つきっかけとして、身近な
自然に触れる実際の体験が必要である。かつて川は、子ど
もたちの格好の遊びの場であった。河原の転石は水切りや
魚取りの道具であり、また岩石や鉱物採集の好きな子ども
にとっては大切な収集の対象であった。河原の転石は上流
から流れてきたものであることから、それらを調査するこ
とで、川の上流に対する関心が高まり、さらには地域（少な
くとも自分が居住している県域）全体に対する関心の向上
につながる可能性がある。
群馬県には古生代～新生代の各種の地層や多くの火山
がある。群馬県内に降った雨は、東部の渡良瀬川を除くと、
すべて群馬県内で利根川本流に流入している。転石は上流
から水流の働きで流されてきたものであるため、利根川本
流の転石は、上流域、すなわち群馬県広域の地質を反映し
ていることになる。そこで、本研究では、東京福祉大学伊
勢崎キャンパスがある群馬県の最大河川（流域面積は日本
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最大）である利根川の転石調査でどのような情報が得られ
るのか分析した。
さらに、今回の転石調査に参加した学生は小・中学校の
教員を目指しているが、調査実施後の感想から、フィールド
ワークが理科の学習にどのような意義を持つのか考察した。
群馬県内の河川と地質構成
図1は、群馬県の地質概図（群馬県地質図作成委員会 , 
1999）を一部改変したものである。
1．利根川
利根川は、群馬県最北部のみなかみ町藤原の大水上山
（標高1,840m）山頂直下から、群馬県、栃木県の大部分と
茨城県の一部の水をほとんど集め、千葉県銚子市／茨城県
神栖市で太平洋に注いでいる。その全長は322km、流域面
積は日本最大で16,840km2である。
群馬県の河川は全て利根川水系に含まれ、支流は東部を
除くと、群馬県内で利根川本流に合流している。東部を
流れる渡良瀬川は足尾山地を源流として、埼玉県加須市／
茨城県古河市で利根川に合流している。
図1． 群馬県の地質概図（群馬県地質図作成委員会 , 1999. 一部改変）
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利根川上流には矢木沢ダム、奈良俣ダム、須田貝ダム、
藤原ダム、赤谷川には相俣ダム、片品川には薗原ダム、神流
川には下久保ダムがあり、これらの大規模なダムは土石の
流下を阻害している。吾妻川には大きなダムはないが、
現在、八ッ場ダムを建設中である。
2．地質構造と岩石構成
群馬県は、県東部を走る柏崎－千葉線、西部を走る中央
構造線によって地質が大きく変化している。南西部、東部、
北部に中・古生界の地層が分布し、その間に新生代第三系
の地層が分布している。また、県北西部、中央部、東部に火
山が分布し、利根川や渡良瀬川およびその支流による谷や
盆地、関東平野に新生代第四系が分布している。東部、
北部、西部には花崗岩（石英閃緑岩）が貫入した岩体が存在
する。
利根川本流の最上流部は中・古生界（岩石構成：大部分
はホルンフェルス、一部は片麻岩やチャート）、第三系
（岩石構成：安山岩や緑色凝灰岩、砂岩）の岩石で、花崗岩
（石英閃緑岩）の貫入岩体の周辺には蛇紋岩がある。
利根川に合流する比較的大きな支流は、上流から、みな
かみ町で赤谷川（岩石構成：第三系）、沼田市・昭和村で片
品川（岩石構成：第三系、第四紀火山噴出物、蛇紋岩）、
渋川市で吾妻川（岩石構成：第三系、第四紀火山噴出物）で
ある。
利根川は伊勢崎市・玉村町で烏川を合わせている。
烏川には、利根川に合流するまでに、碓氷川、鏑川、神流
川といった比較的大きな河川が合流している。岩石構成
は、烏川、碓氷川が第三系と第四紀火山噴出物であり、
鏑川は第三系が主で、古生界と花崗岩がある。神流川の
岩石構成は古生界（片麻岩、チャート）で、石灰岩の大きな
岩体もある。
転石の調査地点と方法
1．調査地点
表1は、調査地点と調査日をまとめたものである。調査
地点は5ヶ所で、その番号は図1に示してある。調査地点の
選定にあたっては、河原が広くて安全に転石調査ができる
ことを最優先に、ほぼ均一に転石があることを条件とした。
渋川市（No.1）は利根川が平野部に出た地点で、前橋市
（No.2）および玉村町（No.3）は利根川本流、上里町（N0.5）
は烏川で、伊勢﨑市（No.4）は、利根川と烏川の合流地点よ
り下流ということで選定した。
2．調査方法
調査地点は水が流れていない川岸で、水面との高低差が
少なく、かつ土砂の堆積や雑草の繁茂がなく、転石が露出
している場所とした。
川の流れと平行になるように一辺50cmの枠を置き、
その枠の中の表面にある転石を採取し、岩石種、縦と横の
サイズ、色を測定した（写真1）。
表1．調査地点の概要
番号 河川名 調査地点 緯度（N）・経度（E） 詳細位置（標高） 調査日
No 1 利根川 群馬県渋川市半田
N 36°15’50”
E139°11’39”
阪東橋付近
右岸 （145m）
2017/6/15
No 2 利根川 群馬県前橋市総社町
N 36°24’28”
E139° 3’ 0”
大渡橋付近
右岸 （104m）
2017/5/23
No 3 利根川 群馬県玉村町下之宮
N 36°17’58”
E139° 9’22”
東部スポーツ広場付近
右岸 （59m）
2017/4/25
No 4 利根川 群馬県伊勢崎市八斗島町
N 36°15’50”
E139°11’39”
坂東大橋付近
左岸 （41m） 
2017/4/25
No 5 烏川 埼玉県上里町黛
N 36°16’35”
E139° 9’ 2”
上里ゴルフ場付近
右岸 （51m）
2017/5/10
写真1． 岩石種の測定範囲の決定
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転石調査の結果
1．岩石種と岩石数
表2は、測定地点における岩石構成をまとめたもので
ある。
1-1．No 1地点 （渋川市）
ホルンフェルスと安山岩が多く、花崗岩がいくつかみら
れた。しかし、それ以外の岩石種はなかった。さらに、
一辺50cmの範囲内の岩石数は32個と少なく、それぞれの
サイズが大きいことを示している。
1-2．No 2地点 （前橋市）
ホルンフェルスと安山岩が多く、花崗岩がみられるこ
と、および測定範囲内の岩石数ともに、No 1地点（渋川市）
とほぼ同じであった。
1-3．No 3地点（玉村町）
ホルンフェルスと安山岩が多く、花崗岩がみられること
は、No 1地点（渋川市）、No 2（前橋市）と傾向が同じであっ
た。加えて、溶結・角礫凝灰岩が散見されたこと、および
岩石数が80個と多い点はNo 1地点（渋川市）、No 2（前橋市）
と異なっていた。
1-4．No 4地点（伊勢崎市）
岩石種が増え、ホルンフェルス、安山岩、花崗岩に加え
て、チャート、砂岩、石灰岩、片麻岩があった。岩石数は
84個で、玉村町とほぼ同じであった。
1-5．No 5地点（上里町）
利根川本流ではなく烏川である。ホルンフェルス、安山
岩が多いことは変わりないが、石灰岩や片麻岩の割合が
高くなり、チャートもみられた。一方、花崗岩はなかった。
岩石数は80個であった。
2．岩石種のサイズ・形
表3は、岩石種とその平均サイズ（cm2）を示したもので
ある。
ホルンフェルスのサイズは、上流ほど大きかった。安山
岩と花崗岩はNo 2地点（前橋市）が最大で、次にNo 1地点
（渋川市）となり、No 3地点（玉村町）やNo 4地点（伊勢崎市）
では小さかった。チャートと片麻岩はNo 5地点（上里町）
の方が、下流のNo 4地点（伊勢崎市）より大きかった。
岩石種で比較すると、花崗岩はホルンフェルスや安山岩
より全般的に大きかった。また、片麻岩は扁平であるもの
表2．岩石の種類と数（%）
　 No 1（渋川市） No 2（前橋市） No 3（玉村町） No4（伊勢崎市） No 5（上里町）
ホルンフェルス 15（46.9%） 10（32.3%） 13（16.3%） 20（23.8%） 31（38.8%）
安山岩 12（37.5%） 16（51.6%） 58（72.5%） 45（53.6%） 26（32.5%）
花崗岩  5（15.6%）  5（16.1%）  7（8.8% ）  5（6.0%）  0（0.0%）
チャ トー  0（0.0%）  0（0.0%）  0（0.0%）  3（3.6%）  3（3.6%）
砂岩  0（0.0%）  0（0.0%）  0（0.0%）  3（3.6%）  0（0.0%）
石灰岩  0（0.0%）  0（0.0%）  0（0.0%）  1（1.2%）  9（11.3%）
片麻岩  0（0.0%）  0（0.0%）  0（0.0%）  7（8.3%） 11（13.8%）
溶結・角礫凝灰岩  0（0.0%）  0（0.0%）  2（2.5%）  0（0.0%）  0（0.0%）
合計 32（100%） 31（100%） 80（100%） 84（100%） 80（100%）
表3．岩石種と平均サイズ（cm2）
　 No 1（渋川市） No 2（前橋市） No 3（玉村町） No4（伊勢崎市） No 5（上里町）
ホルンフェルス  86.8  80.7 59.4 38.4  61.4
安山岩  79.8 179.1 43.2 37.2  80.7
花崗岩 132.8 186.7 35.5 81.0 －
チャ トー － － － 10.3 139.7
砂岩 － － － 32.0 －
石灰岩 － － － 99.0  59.9
片麻岩 － － － 43.0  81.9
溶結凝灰岩 － － 37.5 － －
合計  91.4 148.6 43.9 41.6  73.3
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が多く、その他の岩石種は大部分が球形あるいは楕円球で
あり、角の尖った岩石はなかった（写真1参照）。
調査参加の感想
表4は、今回の調査に参加した学生（4名）が述べたいく
つかの感想のなかで、最初に書かれていた2つを示したも
のである。個々で取り上げた理由は、最初の方が印象が
強いと思ったからである。
今回のフィールドワークを通して得られた実体験は、
転石という今回の調査対象への関心を高めるだけでなく、
地質や岩石の性質、地質からみた日本の成り立ちへと、
興味の形成・拡大につながっていると思われる。
考察
1．転石調査について
本調査結果をみると、利根川本流であるNo 1地点（渋川
市）、No 2（前橋市）、No.3（玉村町）、No.4（伊勢崎市）では、
岩石種はホルンフェルス、安山岩が多かった。これは利根
川上流域に中・古生界、第三系、第四紀火山噴出物（溶岩）
が多いことと関係していると考えられる。花崗岩の岩体そ
のものは、地層全体からみると範囲が狭いことを考慮する
と、存在頻度は高いといえる。その理由としては、花崗岩
は固いが、節理が入りやすく、大きく割れやすい傾向があ
ることが挙げられる。この性質は、岩石種のサイズの比較
において、花崗岩がホルンフェルスや安山岩より大きい傾
向があることと関連すると思われる。一方、ホルンフェル
スが調査5地点のすべてで多く見られたのは、この岩石が
非常に硬く、磨耗に強いためであろう。
岩石種で特異的であったのはNo 5地点（上里町）の烏川
と、利根川と烏川の合流地点より下流のNo 4地点（伊勢崎
市）である。これらの2地点では、チャート、石灰岩および
片麻岩がみられ、神流川や鏑川流域の古生界の地層に由来
することを示している。神流川流域の古生界の地層は日本
の地質学発祥地である長瀞にある秩父古生層と同じで、
この一体の変成岩は中生代の大規模な造山運動で形成され
た三波川変成帯と呼ばれ、日本の骨格をなす岩石である。
このように、河川の転石は上流から水流に押し流されて
到達したもので、それらの種類を調べれば、上流の地質が
推定できることを示している。まさに、『河原の転石は上流
からの贈り物』という表現ができる。さらに、転石のサイ
ズの比較から、流下時に互いが擦れ合って、下流ほど小さ
くなる傾向があることも分かった。本調査でいずれの地点
とも、第三系の岩石（泥岩、砂岩、角礫・緑色凝灰岩など）や
火山噴出物（溶結凝灰岩）がほとんど見られなかったこと
は、流下の過程で柔らかい岩石は摩耗によってほとんど消
失してしまうことによると思われる。
2．理科学習におけるフィールドワークの意義について
文部科学省が示した「理科の現状と課題、改善の方向性
（検討素案）」（文部科学省 , 2016）では、理科教育の現状に
ついて、①自然に親しみ、自然の事物・現象に対する関心
を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、科学的に
調べる能力と態度を育てることが重要であるが、②理科の
学習に対する意欲は他の教科と比較して高いものの、それ
表4．利根川の転石調査の感想
A1．小学校から高校まで、理科について学んだ認識がなく、ほとんど関心がなかった。しかし、今回の調査
に参加したことで、身近な所に理科の学習資材があることがわかった。
A2．河原に行ったことはあるが、転石は単に歩きにくいという感想しかなかった。堆積岩、火成岩、変成岩
などについて理科の授業の中で学んだが、教科書や図鑑で見た資料と実際に見たものとはかなり違っ
ていた。実体験の大切さを認識した。
B1．河原の転石の色、形、硬さなどを実体験して、その多様性に興味を持った。さらに、群馬県の地質図か
ら転石の供給先を類推することで、上流域への関心が高まった。利根川上流に出かけたときは、地層
や岩石にも注意を払いたい。
B2．理科の良材は、身近なところにあるのだと思った。
C1．群馬県の地質は複雑で、日本の形成と密接に関連していることを学んだ。
C2．簡単なことでも興味をもって接すると、たくさんの情報が含まれていることが理解できた。
D1．転石調査というフィールドワークを通して、これまでは何ら関心を示すことのなかった事象のなかに、
さまざまな学習資材があることが分かった。小・中学校の教員になったら、実体験の大切さを伝えたい。
D2．理科学習の題材は身近にあり、それらに関心を持つことが大切であることを学んだ。
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が大切だという意識は高くなく、③国際的にみると理科の
学習に対する意欲は低く、④科学的な思考力・表現力が
十分ではない状況にある、と指摘している。
この検討素案の骨子の中には、①において、自然体験を
通した学習の大切さが含まれている。自然体験活動を考
える場合、子どもは、視覚、聴覚、触覚、味覚、嗅覚など
諸感覚を駆使して自然に親しみ、触れ合うことで、多様な
気づきや発見をする。そして、自然の不思議さ、美しさ、
偉大さ、怖さなどに気づいたり、感じたりすることによっ
て、自らの感性を豊かにし、④で述べているように、実体
験で得られた情報をまとめて、発表する姿勢が醸成される
ものと期待される。さらに、自然体験を通して自らの地域
を深く理解することによって、地域について愛着が生まれ
るだけでなく、地域に対する誇りなどを育成することにつ
ながることが指摘されている（五島 , 2013）。湊（1992）は、
小学校の児童に郷土の自然を調べさせることによって、
学校の環境教育の活動が地域の人々の自然観を変え、そし
て町行政による湿地の買い取りと自然公園化という環境
保全へとつながり、地域づくりの基盤となった事例を報告
している。
理科の学習では、まず仮説を立て、これを実験・調査に
よって検証し、結論を導くといった科学的手法が行われる。
近年の学校における学習では、教科書のほか、ITを活用し
た図鑑・資料など、バーチャルリアリティーの導入が進ん
でいる。これらの学習で提供される資料は理想的なものが
多く、実際の事象とは乖離が見られることも少なくない。
ITの活用も重要であるが、理科の学習ではフィールドワー
クが第一歩で、観察して得られた情報を整理し、その中か
ら法則性を導き出すといった科学的思考が求められる。
もちろん、このようなプロセスが効果的に機能するために
は、指導者は基本情報をしっかりと把握したうえで、子ど
も達を指導していく必要がある。
例えば、今回はフィールドワークの1例として利根川の
転石調査を行ったが、指導者が岩石の種類とその成因を
知っていなければ、単なる石ころを見るだけにとどまって
しまう。一方、河川の転石が上流から流れてきたことを
子ども達に事前説明しておけば、転石調査という簡単な手
続きであっても、そこから得られる情報を基に、利根川上
流域、すなわち群馬県の地質構造やその歴史的変遷など、
様ざまな類推を行うことにつながり、さらに調査・確認し
たい気持ちを高め、自然に対する関心を拡大することにな
ると期待される。もちろん、フィールドワークは、今回
実施した河原の転石調査に限定されるものではなく、自然
の中で体験し得るあらゆる事象が対象となることは言うま
でもない。
筆者らはこれまで理科に対して興味がなく、かつ大学
でも理科系科目をほとんど受講してこなかった。しかし、
複数の研究テーマの中から本テーマを選択して、これま
では何の関心もなかった河原の転石調査を行ってから、
様ざまな自然事象に注意を払い、その背景を考えるように
なった。フィールドワークを通して、教科書、参考資料で
は得られない実体験をすることで学習への動機付けが
図られ、一段高い関心につながり、さらなる学習意欲の
向上に繋がるのでないかと思われる。地域のことを知れ
ば知るほど、地域愛が高まることになる。これらの点にこ
そ、理科におけるフィールドワークの教育的意義があると
強く認識した。
結論
今回実施した利根川の転石調査から、上流域の地質構成
について、また流下する過程での岩石同士の磨耗について
も類推することができる。転石調査はフィールドワークの
1例であり、得られる情報量そのものは大きいとはいえな
いが、その背景を類推・考察することで、理科の学習の基
本である、仮説を立て、これを実験・調査によって検証し、
結論を導くといった科学的思考の基本の醸成に役立つ。
フィールドワークを通した実体験は、単に対象とした事象
に関する知識の増加にとどまらず、自然に対する関心の
高まり、一段高い知ることへの意欲向上、地域愛の向上に
つながる可能性があり、これらの点に教育的意義があると
いえる。フィールドワークを含めた学習の取組みは、文部
科学省が示した「理科の現状と課題、改善の方向性（検討素
案）」（文部科学省 , 2016）が指摘している理科教育の現状と
問題点の改善につながると思われる。
付記
本レポートは、2017（平成29）年度、東京福祉大学教育学
部（伊勢﨑キャンパス）4年生の専門演習における「利根川
の転石調査グループ」の調査結果をまとめたものである。
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Investigation of the Stone Species of Tone-river and Its Educational Meaning
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Abstract : The purpose of this study was to investigate the stones species of Tone-river system, the biggest river in Gunma 
prefecture.  The investigation was carried out at the following 5 points: Shibukawa-city (Tone-river), Maebashi-city (Tone-
river), Tamamura-town (Tone-river), Isesaki-city (Tone-river) and Kamisato-town, Saitama (Karasu-river).  In Tone-river 
at Shibukawa-city, Maebashi-city and Tamamura-town, there were metamorphic stones (hornfels), andesite and granite.  In 
Karasu-river at Kamisato-town and Tone-river at Isesaki-city, there were chert, metamorphic stones (gneiss) and limestone 
in addition to andesite.  The sizes of stones in the upper were larger than those in the lower.  The present results confirm 
that the stones of river show the geology of upper zone of the river, bedding of Paleozoic era, Mesozoic era and Cenozoic 
era (Tertiary and Quaternary periods), and lava.  It is also expected that fieldwork study like the present research may be 
important to increase the interest to the nature of local area.
（Reprint request should be sent to Hisashi Kuribara）
Key words :  Tone-river, Investigation of stone species, Field work, Interest to the nature
